
 

 

2010 年 12 月 21 日 

 

モニタリング・ボード ワーキング・グループによるガバナンス改革に関する議論 

 

モニタリング・ボード ガバナンス改革ワーキング・グループ（WG）は、モニタリング・ボ

ードの委任を受け、モニタリング・ボードと国際会計基準（IFRS）財団のガバナンス構

造の改革について議論を行ってきており、2010 年 12 月 6 日には東京で WG 会合を開

催した。WG は、WG が行っているガバナンス改革と、平行して IFRS 財団評議員会が

行っている戦略見直しとの連携を明確にすることを目的として、当プレスリリースを公

表するものである。 

 

ガバナンス改革作業の焦点 

 

ガバナンス改革における根本的な質問は、現在のガバナンス構造が、国際会計基準

審議会（IASB）の説明責任と独立性をともに満たしつつ、高品質かつ国際的な会計基

準を策定するという、IASB の最も重要なミッションが実行できるに足るものとなってい

るかどうか、ということである。 

 

モニタリング・ボードによるガバナンス改革において最大の焦点となるのは、ガバナン

スに関連する組織改革、特に、モニタリング・ボード、評議員会、IASB それぞれの権

限と役割について検討することである。モニタリング・ボードは、評議員会に対して、ガ

バナンスにおける運用的な側面、特に、評議員会の戦略見直しや他の監視活動から

発生する、IASBと IFRS解釈指針委員会のデュープロセスに関する報告を求めている。

モニタリング・ボードと評議員会は、それぞれのプロセスを通じて、緊密に意思疎通を

図っていく。 

 

手続きとタイムライン 

 

モニタリング・ボードは、2011 年 2 月初旬に報告書案を公表し、2 ヶ月間のパブリック

コメントに付す予定である。モニタリング・ボードによるガバナンス改革と、評議員によ

る戦略見直しのより具体的な連携の詳細については、今後数ヶ月のうちに公表され

る予定である。パブリックコメント期間中、アジア、欧州、アメリカにおいて、関係者と

の公開での意見交換が行われる予定である。WG は、コメント期間中に寄せられたコ

メントをモニタリング・ボードのウェブサイト上で公表し、パブリックコメントの終了後、コ

メントに対するフィードバックを公表する予定である。また、2011 年夏までに、提言を

実行するためのアクションプランを策定し公表する予定である。 

 

WG 議長は、改革の最終化に向けて、評議員会の戦略見直しと緊密な連携を実施す

ることを再確認した。 

仮訳
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プレスリリース 



背景 

 

2010 年 4 月 1 日のモニタリング・ボード会合において、モニタリング・ボードと IFRS 財

団のガバナンス構造に関する改革を行うことが合意された。ガバナンス改革に際して、

モニタリング・ボードは、現在のガバナンス構造が、次の内容から適切であるか評価

する：  

 

* 資本市場規制当局やその他公的当局といった、関係当局を適切に代表しているか  

* 資本市場規制当局やその他公的当局といった関係当局に対し、IASB の透明性や

説明責任を十分に提供しているか  

* 会計基準の検討過程において、利害関係者の適切な関与を確保しているか  

* 会計基準の設定過程において、全ての関係する公共政策目的が考慮されることを

確保しているか  

* 会計基準の設定過程における IASB の独立性を確保しているか 

 

ガバナンス改革は、モニタリング・ボードの構成も含めた IFRS 財団全体のガバナンス

構造に焦点を当てている。 

 

一方、IFRS 財団評議員会は、2010 年 11 月 5 日、戦略見直しに関するパブリックコメ

ント実施について公表した。コメント募集期限は当初の 2010 年 12 月末から 2011 年 2

月 24 日まで延長され、現在も実施中である。 

 

 

追加情報は、以下のウェブサイトから入手可能： 

 

モニタリング・ボードのプレスリリース： 

http://www.iosco.org/monitoring_board/  
<http://www.iosco.org/monitoring_board/>  
 
10月28日のIFRS財団モニタリング・ボード会合： 

http://www.ifrs.org/Meetings/MB+and+Trustees+meeting.htm 
<http://www.ifrs.org/Meetings/MB+and+Trustees+meeting.htm>  
 
IFRS財団の戦略見直しに関するパブリックコメント： 

http://go.ifrs.org/strategyreview  
<http://go.ifrs.org/strategyreview>  
 
 



問い合わせ先： 

 

長岡 隆 

金融庁 企業開示課 国際会計調整室長 

メールアドレス：t-nagaoka@fsa.go.jp 
 

園田 周 

金融庁 企業開示課 課長補佐 

メールアドレス：makoto.sonoda@fsa.go.jp 
 


